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第３回 杉並区立天沼中学校校舎改築検討懇談会 

 

会 議 名 第３回 杉並区立天沼中学校校舎改築検討懇談会 

日 時 令和７年６月 16 日（月）午後２時 00 分～４時 04 分 

場 所 天沼中学校 視聴覚室 

出 席 者  懇談会委員 18 名（欠席４名） 

傍 聴 者  0 名 

次 第 

１ 第１・２回懇談会の主な意見等について 

２ さざんかステップアップ教室併設について 

３ 改築基本方針（たたき台）について 

４ 改築規模及び諸元について 

資 料 

資料１   天沼中学校の改築についての意見 

資料２   さざんかステップアップ教室併設について 

資料３   改築基本方針（たたき台） 

資料４   天沼中学校の生徒数・学級数の推移について 

資料５   中学校の標準建物面積について 

参考資料１ 天沼中学校改築への意見・提案について(写) 

 

 

進行役  それでは、これから第３回天沼中学校校舎改築検討懇談会を始めさせ

ていただきたいと思います。 

 本日は１名の委員がリモートでのご参加、また、５名の委員から欠席

の連絡を頂いています。また、私も冒頭だけで、この後出張に出てしま

いますので、この後の司会は副校長に変わらせていただきます。本当に

大変申し訳ございませんが、よろしくお願いいたします。 

 懇談会は２時間を目安に進行させていただきたいと思います。進行に

ご協力いただければと思います。 

 今日は、この懇談会終了後にさざんかステップアップ教室天沼教室の

見学を予定しておりますので、可能な方はご参加いただければと思いま

す。 

 それでは、配付資料の確認を事務局からお願いいたします。 

教育施設計画

推進担当係長 

 事務局でございます。 

まず、配付資料の確認をさせていただきたいと思います。 
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 先日お送りした資料が全部で７点でございます。本日の次第と資料１

「天沼中学校の改築についての意見」、資料２「さざんかステップアッ

プ教室併設について」、資料３が「改築基本方針（たたき台）」、資料４

が「天沼中学校の生徒数・学級数の推移について」、資料５が「中学校

の標準建物面積について」、最後に参考資料１として「天沼中学校改築

への意見・提案について（写）」をつけております。 

 また、席上には本日の席次表と感想シートを置かせていただいており

ます。 

 配付資料については以上でございます。 

 今日の懇談会から、関係課として、防災課と営繕課の職員、それと設

計事務所の方が参加します。それでは自己紹介の形でお願いしてもいい

でしょうか。 

 （事務局自己紹介） 

進行役  それでは、次第の１番「第１回・第２回懇談会の主な意見等について」

ということで、事務局からご説明をお願いいたします。 

教育施設計画

推進担当係長 

 事務局でございます。 

 資料１を御覧ください。 

 こちらは、第１回・第２回の懇談会で、アンケート、意見を頂きまし

た。あと、学校からも意見を頂いております。そのほか、メビウスでも

意見をお寄せいただいております。 

 それらの資料を見まして、今後検討する改築基本方針に関連してくる

ような、重要というか、そういったフレーズを中心にまとめさせていた

だきました。 

 この間、皆様からはより具体的なご提案やご希望も多くお寄せいただ

きましたけれども、改築基本方針では、この間、具体的な取組にはあま

り付言せず、それらを包含するような表現を使ってまとめておりまし

た。そのため、その点についてはご了解いただければと思っております。 

 それでは、ご意見の紹介をさせていただきたいと思います。こちらで

幾つかグルーピングをさせていただきました。 

 まず、コンセプト的なフレーズです。こちらには「みんなが幸せに共

生できる空間」とか、④「子どもを一番に、中学生が主役の学校」と、

これが教育環境にも共通してなのですけれども、生徒を中心に、子ども

を中心にといった意見が多くあった印象でございます。 

 ⑤「地域やさざんか教室が納得できる改築」というのもありました。

より多くの方のご理解を頂いた改築としたいという思いかと思います。 
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 また、⑥「私立への進学傾向を跳ね返す魅力ある設備、子どもが通い

たいと思う学校」ということで、限られた予算ではありますけれども、

公立の魅力を最大限引き出せるような学校にしたいということかと思

いました。 

 ⑦「将来を見据えて本当に必要なことを見極める」。改築後 80 年間使

用する建物になりますので、この視点は重要だなと考えます。 

 ⑨「学校教育と社会教育の融合する施設」ということで、地域との関

わりというところにも共通する取組になるかなと思いました。 

 そして、⑩「豊かな学びをかなえる校舎」ということで、最も重要な

内容かなと思いました。 

 続いて、「教育環境」でございます。教育環境については、とても多

くの意見を頂きました。 

①「子どもたちの居場所の確保」、②「安心・安全に学べる学校」、③

「健康・健全に過ごせる学校」、④「余裕のある学級数の設定」、⑤「汎

用性のある設計、効率的な空間使用」、⑥「可動性・対応力のある教室」、

⑦「風、光が通る（明るい）学校」、⑧「最先端技術を取り入れた学校」

というのもありました。 

 また、⑨「配慮が必要な子に対応できるスペース」ということで、学

びの教室や別室登校、日本語ができない生徒が来たときなども関連して

くるかなと思います。 

 ⑩「生徒の安全確保・警備体制」というのもありました。先日の立川

市の事件もありまして、杉並区の中学校でも電子錠の設置の準備を今進

めているところでございます。 

 ⑪「将来の変化に対応できる施設」ということで、⑤や⑥とも共通す

る内容かなと思います。 

 あとは、⑫「教職員の皆さんの働く環境の整備」ということでござい

ます。杉二小にはこういったスペースがあると聞いております。 

 ⑬「学年活動ができる複数の場所」。杉二小とか松渓中学校を見に行

ったときに、そういったスペースがありました。そのほか、多目的室な

ども想定できるかなと思います。 

 ⑭「広い校庭・広い体育館・人工芝」。敷地面積が限られるのですけ

れども、そこは工夫をしていけたらいいかなと思います。 

 少し飛ばして、⑲「天中といえば廊下のベンチ」というご意見も頂き

ました。松溪中へ見学に行ったときのラウンジとかメディアスペース、

テラスなどありますが、天沼中も昇降口の横とかに木製の机ですとかベ
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ンチがあったりして、集えるスペースになっていると思います。そうい

った空間というか、そういう工夫ができるといいのかなと感じました。 

 ⑳「勉強に集中できる教室」ということでした。杉二小で教室の廊下

側の壁がガラス張りになっていました。その感想として、勉強に集中で

きないのではないかという懸念の意見がありました。そこから関連する

ところかなと思います。 

 あとは、「校舎配置」に関するご意見等でございます。校舎の配置で

すとかフロアについてのご意見、工事車両への懸念などの意見がありま

した。 

 また、プールについての意見も様々ありました。プールの関連でいい

ますと、水泳に授業の実施についてというところはとても重要になって

くるかなと思います。こちらについては学校の意向も確認しながら検討

してく必要があると思っております。 

 あとは、視察に行った杉二小の印象もここにも記載させてもらいまし

たが、⑩ですけれども、「杉二小は敷地の特徴を生かした設計、教室と

廊下の間の壁は透明」で、ここには記載しなかったのですけれども、た

しか「コンクリートの打ちっぱなしの感じで、クールな感じ」という委

員もいらっしゃいました。 

 ⑪「松溪中につきましては開放的、多様な交流を育む工夫、木の壁で

温もりを感じた」という意見もありました。 

 続いて、「地域とのかかわり」でございます。学校が、地域の方々が

集い、その活動の拠点となるようにとの思いが多く聞かれました。杉並

第二小学校では、将来の諸室の開放を見据えて特別教室を地下１階と１

階に集約をしていました。 

 続いて、「さざんか教室」でございますが、さざんか教室につきまし

ては、天沼教室と荻窪教室の併設について不安の意見、心配という意見

がありました。また、併設に当たっての要望というのもありました。さ

ざんか教室につきましては、この後、教育相談担当から改めて説明して

いただきたいと思います。 

 最後、「防災・防犯」でございます。 

 発災時の防災拠点として必要な設備や備蓄品など、あとは、不審者対

応など通常時のセキュリティ強化などについての意見がありました。 

 以上、カテゴリーごとに意見の一部を紹介させていただきました。 

 これらの懇談会委員の皆様から頂いた意見等を参考にしながら、基本

方針を検討していきたいと思います。こちらを考慮しながら私のほうで
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たたき台を取りあえず考えたものを後ほどご説明させていただきたい

と思います。 

 次第の１、主な意見等につきましては以上でございます。 

進行役 今、事務局から説明がありました、１回目、２回目の主な意見等につ

いて、何かご質問等ございますでしょうか。よろしいですか。こういう

意見が反映されていないとかもしあれば、今のうちのというところでは

ありますが、よろしいでしょうか。 

では、続きまして、次第２の「さざんかステップアップ教室併設につ

いて」ということで、それでは担当課長からご説明をお願いいたします。 

教育相談担当

課長 

改めまして、こんにちは。済美教育センター教育相談担当課長です。

本日は貴重なお時間を頂きましてありがとうございます。着座にて失礼

いたします。 

今、教育施設計画推進担当係長からもお話があった資料の中に、さざ

んか教室について、様々皆様からご意見を頂き、本当に一人一人がさざ

んか教室がどうあるべきかというのを考えていただいているというの

が伝わってきました。本当にありがとうございます。 

その中で、皆さん、もちろん教室に通っている保護者の皆さんをはじ

めとして、職員の方々にすごくご不安な思いを抱かせてしまったという

ところは本当に申し訳なく思っております。大変申し訳ありません。 

皆さんに配付しました資料にもあるとおり、経緯としましては、旧若

杉小学校の本格活用に伴い、荻窪教室を移転するといったときに、どこ

に移転するか、移転先がどこでも行けるわけではありませんので、候補

地ですとか、そこに書いてあるように、この建て替えに併せて天沼中学

校の敷地に建てることがどうだろうかということを様々併設の可能性

を令和５年度から探ってきたところでございます。 

令和６年度に移転先としての候補地もあったのですが、なじみのある

場所ということ、また、今ある天沼教室及び荻窪教室が活動するには少

し場所的にも十分ではないと、そういった課題等もありまして、しっか

りそういったことが確保できる、また一からどういった環境が適切なの

かというのもしっかり検討できるということで、このたび併設を選択し

たという次第であります。 

ここについては、第１回目での説明では十分ではありませんでしたの

で、先週、荻窪教室の保護者の皆様にお集まりいただきまして、お話を

させていただいているところです。 

保護者への周知というところで、ここは本当にもう申し訳ありません
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とおわびするしかないのですが、これまでの経緯がどのように保護者に

伝わってきたかといいますと、2024 年の 12 月と 2025 年の２月、この

「ｔｅｔｏｒｕ」という連絡配信アプリにてお伝えするにとどまってお

りまして、これまで十分なやり取りが全くできていないということが分

かりました。 

それも踏まえて、先週行われた保護者会の中では、しっかりこれから

どんなことができるのか、教室環境、また運用方法等々、どういったこ

とが求められるのかというのを一緒に考えていきましょうということ

で、その保護者会を機に、今後、これまでできていなかった部分、連携

をしっかり取りながら、保護者の皆さん、そこに通っている児童・生徒、

そして職員、みんなの意見をしっかりと聞きながら進めていきたいとお

話をさせていただいております。 

少しさざんかから話はそれてしまうのですが、杉並区の不登校支援と

いうことで、今杉並区で行っている支援を１つのページにまとめてみま

した。今、不登校施策様々ありまして、果たしてそれぞれの内容、目的

が困っている児童・生徒に届いているのかどうか、この不登校施策がそ

れぞれ子どもたちの多様な背景、子どもたち一人一人のニーズにしっか

り届いているのかというのを整理する、そういった意味で今一体的な見

直しも担当として取り組んでいるところでございます。 

さざんかステップアップ教室だけではなくて、様々な取組が不登校、

また不登校傾向の児童・生徒の支援にしっかりつながるようにしていき

たいと考えております。その中の１つとして、さざんかステップアップ

教室もございます。今回はさざんかステップアップ教室についてのお話

をさせていただきますが、せっかくの機会でしたので、こういった取組

をしているということで、皆さんにご紹介をさせていただきました。 

次のページ、今後のスケジュールですが、第１回で配られた資料を簡

単に抽出して、それぞれ天沼中学校、荻窪教室、天沼教室がどういった

流れで令和 13 年度を迎えるかというのを１枚にまとめてみました。 

仮移転先については、荻窪教室、天沼教室についても現時点では未定

ではございますが、そこについても決まり次第、保護者の方、職員、み

んなに共有しながら、みんなで納得して先に進めていけるようにしてい

きたいと思っております。 

次のページからは、今回、第１回、第２回の懇談会でアンケート等で

頂いた意見にも関わってくるかと思いますが、皆様から寄せられた声に

ついて、こちらの考えをお示しできたらいいなと思っております。 
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まず「併設理由」ですが、先ほどもお伝えしたとおり、場所の問題も

ありますし、今使っている教室が十分な活動を確保するには難しいとい

ったような現状を踏まえまして、これまではパーテーション等で区切る

ことで個々のスペースを確保したり、教室のレイアウトを工夫したりし

て、その都度できる活動に対応して、安心できる場づくりというのは両

教室とも行っていただいています。ただ、今回、２教室分のスペースを

確保できることですとか、あとは、個別の支援室等を設けることなど、

より児童・生徒一人一人の多様なニーズに対応できるのではないかと考

えてございます。 

ただ１点、小学生・中学生がいつも一緒に同じ部屋でということでは

なく、そういった部屋の在り方も含めて検討していきたいと考えており

ます。 

続いて、学年を超えてつながる機会というのはもちろんこれまでも大

切に行われてきましたが、今後は社会的自立に向け、幅広い年齢層の児

童・生徒が同じ空間で過ごす、これは常にではなく、必要に応じて同じ

空間で過ごすことでさらに多様な視点から自分や他者を見ることがで

きるのではないか、こういったことを期待してございます。 

四角でくくらせていただきましたが、「よりよい学び、つながりの場」

というのをこれから、保護者、児童・生徒、職員、そしてここにいる懇

談会の皆様と一緒に考えていきたいと思っております。 

続いて、「学校の敷地内にあると通えないのでは」というご意見、こ

ちらのアンケートにもございますとおり、そういった心配があることは

本当にごもっともだと思っておりますが、これまで行ってきた「個々の

実態に応じた柔軟な対応」や「安心して過ごせる、学べる場」に加えて、

先ほどお伝えしたとおり、多様なニーズに応えることができるような環

境整備をしっかり行っていきたいということで、一人一人の思いが成長

に寄り添う教室を目指していきたいと思っています。 

この後、敷地内に建てることでの配慮事項については触れさせていた

だきますが、自分なりに学び、自分なりに必要なつながりを持てる場と

いうのをつくっていきたいなと思っています。 

続いて、「学校内に併設する場合の配慮」ということで、先ほどお伝

えしたとおり、学校というところに不安感を抱く児童・生徒がいるとい

うことも考えられますので、これから検討する中で、通常の学校施設、

メインとして活動する場所と区別され、独立で運営できるような形とい

うのが望ましいのかなと考えています。 
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また、安心して自分自身を表現できるように、外からの目が気になら

ないということも大切なポイントかなと思っています。ですので、学校

内に併設する場合は、安心した学びにつながることができるような場、

これが大切になってくるのかなと思っています。 

最後です。「体を動かす機会の確保」ということで、現在荻窪教室に

関しましては旧若杉小学校を使用しておりますので、比較的ほかの３教

室に比べ体育館の利用等が柔軟にできる状態でございます。 

ここに書いてあるものを全てやるとか、これしかやらないということ

ではないのですが、私なりに、担当なりに考えたときに、体を動かすこ

ととともに、何かみんなと一緒につながることができるとか、気持ちが

晴れやかになるとか、何か体を動かすことプラスアルファができるとい

いなと思って、このような形でお示しさせていただいたのですが、アン

ケートの中でも頂いたような「運動場所は周辺の資源も活用」というの

は、本当にそのとおりだと思います。幅広く活動できる場所はどんなと

ころがあるのかは今後しっかり検討していく必要がありますし、ここに

頂いたご意見のとおりだと感じております。ですので、教育委員会とし

ても工夫して、子どもたちの学びやつながる場、特に体を動かしたいと

いう小学生の思いを少しでかなえられるようにしていく必要があると

強く感じているところです。 

簡単ではございますが、私からは、これまでの経緯、そして、皆様か

ら寄せられた声に対しての教育委員会としての考えをお示しさせてい

ただきました。 

私からは以上です。 

進行役 ありがとうございました。 

それでは、ただいまの説明にご意見のある方は挙手をお願いします。 

では、委員、お願いします。 

委員  このさざんかステップアップ教室に関してなのですが、今の説明です

と、旧若杉の施設は不十分だからという説明がありましたけれども、天

沼中学校に移した場合に、それが可能なのですか。つまり、副校長にお

伺いしたいのですけれども、今この体を動かす機会というのはどこでで

きるかというと体育館だと思うのです。体育館というのは、どのくらい

空くのですか。空き時間というか。 

進行役 ありがとうございます。 

体育館がどのくらい空くのかと言われて、天候等にも関わりますの

で、具体的に何時間という言い方はできないのですが、いわゆるさざん



‐9‐ 

か教室の子たちが、ほかの生徒の目に触れて活動するということをあま

りよしとしない傾向があるとは思いますので、そういった動線の確保等

ができれば、例えば１日に１時間使うとかということについては可能で

あるかなとは思います。 

委員  ありがとうございます。 

 それと、最初の説明のときには、これだけのスペースというか、すご

く少ないスペースみたいな案内でしたよね。だけれども、今の説明をあ

れすると、それでは足りないわけですよね。果たして、天沼中学にそれ

だけのスペースを確保できるのかなというのは、単純に疑問に思ったわ

けです。 

 後で配置だとか何とかという話になってくると思うのですが、少なく

とも今の建物よりも要するに減築ですよね。今教室がたしか４階まであ

りますよね。今の教室のところは恐らく３階までできるのだと思うので

すけれども、この西側に関しては３階はできないと思うのです。もとも

と３階を造ろうと思って反対されたわけですから。 

 そうすると、より狭いスペースになったところで、さらにステップア

ップ教室の部分を取るというのは非常に、単純に考えただけでも疑問に

思うのですが。単純にそう思いましたので。 

 以上です。 

進行役  ご意見ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 では、委員、お願いします。 

委員  ありがとうございます。さざんか教室の保護者です。 

 質問に対してこのように紙を作っていただいて、保護者会も開いてい

ただいて、本当にありがとうございます。 

 本当にさざんかのこの件に関して、保護者の方とかともしゃべったり

とか、意見書を作ってくれた方もいたりして、本当に場所があるのかと

いうのは、委員が言ってくださったように、今より広くはならないだろ

うし、この間の会議でも出たのですけれども、さざんかの小学生、今は

４年生から６年生しかいないのですけれども、本当は１年生から通える

場所であり、今はまだ４から６年生だから同じ教室で過ごせているけれ

ども、下の学年の子が入ってきたりしたときに、その子たちもみんな同

じ教室で過ごすのかといったら、発達とかの観点で１年生と６年生は全

然違うし。 

さっき体育館が１時間１日使えるかもと言ってくださったのですけ
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れども、それでも、学校とかでも１年生の運動と６年生の運動と中学生

の運動は全然違うだろうし、公立の小学校だったり中学校が当たり前に

持っているような環境というか、休み時間に校庭で遊べるとか、体育の

時間に体を動かせるというのが、多分それは恐らく確保されないのか

な、運動する機会とかというのは減ってしまうのかなというのは感じた

ということと。 

あと、この「併設理由」のところでも、「生徒が同じ空間で過ごすこ

とで」とあるのですけれども、常ではないということだったのですけれ

ども、生徒さんたちがふだん別の教室で過ごしていて、一緒に遊ぼうと

いう時間があるのか、ある程度、小学生も中学生も同じ空間になるのか

というのも、まだ決まっていないということだったので、それも心配な

のと。 

あと、地域に開かれた天沼中学校にするとしたら、さざんかの子とい

うのは学校に行きたくないとか、行けなくなってしまった子たちであっ

て、でも地域に開かれた中学校に併設されるとなると、建物のことは分

からないのですけれども、そういうふうに建てることができるのかなと

いうのを疑問に感じてしまいました。 

進行役  ほか、いかがでしょうか。 

委員  さざんかのことで、天沼中全体の改築の会議なのにすごくいつも時間

を取っていただいてすごく申し訳ないと思っているのですが、１つは、

今、スペースを広く取って、２教室分とおっしゃいましたけれども、本

当に取れるのかということが１つ。だって、今ですらいろいろなことで、

天中自体もかなり、要望でいろいろな教室、場所が欲しいというのがあ

る中で、ある程度学校とは独立した建物というか、すごく難しいと思い

ます。独立しながらも使わせてもいただけるような、そんな便利な建物

が建つ空間があるのかなということが、１つすごく疑問に思います。防

災とかいろいろなことも含めて、いろいろな空間をどう造るのか。今の

ところどうも併設ありきという前提で全てが進んでいる気がするので

すが、そこら辺の疑問について、本当に検討していただきたいというの

は基本です。 

 それともう１つは、もしもありきで動かないということであるなら

ば、ここで出てきた議論を踏まえた建物の設計というか、考え方という

のをぜひつくってほしいと思っています。 

 その場合には、保護者とか教室の、実際に今携わっている人間とか、

それから、不登校対応心理の専門家の方たちも含めて、どういう建物が
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いいのかというのをぜひ。この場はそういう場ではないですよね。なの

で、そこはぜひそういう場所をつくって、検討していただきたいなと思

います。 

 それから、３つ目は、幅広い目で児童・生徒というふうにおっしゃっ

て、今、委員もおっしゃいましたけれども、今ですら荻窪教室もたまた

ま４年生からだけれども、小３までの低学年と高学年とは一緒にはなら

ないのですよね。一緒の活動ができる場合もあるけれども、基本的に対

応するのは無理なので、今ですら、もし来たら別々の時間帯にしている。

そうすると、この時間帯とか、この日はあなたたちは来られませんよと。

この年齢層の子たちしか来られませんよという、宮前は小学生を受け入

れているのですけれども、制限が既に。登校について。 

 今の天沼を見ていると、たまたまずっと来ている子もいるし、どうし

ても体調が悪くて、この日は来られるけれどもほかは行かれない。そう

すると、制限があったりしたら、それだけですごく制約ですよね。いつ

でも行けるということではないとなるので、取りあえず小中と別の発想

で考えていただきたいなというのはすごく思います。 

 小学生は走り回る場所が欲しいと、この前もありましたけれども、運

動能力が全然違うのですよね。小学生と中学生が体育館、たまたま両方

使っているところに行くことができたのですが、中学生の動きの中に小

学生は怖いよなという気がすごくして、そういうふだんの活動ももちろ

んですし、そういう運動のことも含めて、別個の教室として考えていた

だきたいなと、基本的にはすごく思っています。 

 いつも時間ばかり取ってごめんなさい。よろしくお願いしたいと思い

ます。 

進行役  ありがとうございます。 

 ほか、ご意見よろしいでしょうか。 

委員  感想となりますが２点ございます。ひとつは、今いろいろ意見をおっ

しゃっていただいた中で、まだ建物の全体像だったり、どこで何を使う

かということが確実に決まっていない中で、このような議論を幾らして

も多分平行線をたどるのかなという思いがあります。 

 具体的な建物の設計に関してはこれ以降に検討していくことになる

と思うのですが、今の議論の中での前提条件として、１つの部屋が１つ

の使われ方しかしないということの中で話が進んでいるように理解し

ております。 

 例えば、この場所は視聴覚室ですけれども、この会議以外の使われ方
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もしますし、前回、ほかの小学校、中学校を見学しに行ったときも、い

ろいろな使われ方の可能性がまだ残されていることもわかり、そうする

ともっと自由な使い方、スペースや、もちろん面積も、まだ検討の余地

はいろいろできるかなとは考えております。 

 もうひとつは、運動できる場所は体育館もしくは校庭だけではないの

が最近の学校なのかなと私は思っていまして、校内でも温暖化の状況

で、室内でもある程度運動ができる、体を動かせるというスペースもつ

くられているのが他の自治体での事例でもあります。そういうところも

踏まえていけば、解決策はまだ多様にあるのかなと思っていたところで

ございます。 

 以上です。 

進行役  ありがとうございます。 

委員 確かに学校の中でそういう、いろいろ使われるフレシキブルな空間と

いうのはすごく大事だと思うのです。それも天中全体の今後の設計の中

で当然ご意見いろいろ出てくると思うのですが、そこに小学校の子ども

たちが自由に出入りできるかというと、それはかなり難しいと思いま

す。 

だから、天中自体の設計については、もちろん今おっしゃったような

こと、これから論議されると思いますが、さっき１時間ぐらいだったら

使えるとかおっしゃいましたけれども、私、自分の学校にいた経験から

して、時間割をここの時間だけ空けてその教室というのはすごく難し

い。時間割の担当の先生はすごいご苦労になると思うのです。 

だから、そこら辺のことも含めて、天中全体はこれから論議されると

思うのですけれども、今おっしゃった内容を踏まえて、ぜひ議論を進め

ていただきたいと思っています。 

進行役  ほかよろしいでしょうか。ございませんか。 

 担当課からいかがでしょうか。 

教育相談担当

課長 

 様々な貴重なご意見ありがとうございました。 

 今幾つかお話が挙がった中で、例えば場所的に、今より人数が増えて

しまったらという心配のお声も頂きましたが、今日お配りした資料の中

でお示しさせていただいた、本区で行っている不登校施策、もちろんさ

ざんかも大切な支援の１つのですけれども、さざんか以外にも、校内別

室指導支援事業ですとか、スクールソーシャルワーカー、スクールカン

セラー等、様々な形で不登校児童・生徒、また傾向の児童・生徒の支援

というのを行っておりますので、もちろん今回のさざんかの件も大切に
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皆さんと一緒に考えながら、杉並区の不登校施策全体的に見てよりよく

子どもたちに支援が届くようにしていきたいと考えておりますので、例

えば子どもの数が増えた場合、それが全てさざんかに行くというのでは

なく、一人一人が自分で学べる、つながる、そういう場所が得られるよ

うな支援を私たちはしっかりしていきたいと考えてございます。 

また、場所についてですが、もちろん私もこれから担当課の課長とし

て、先日委員の方からも、他地区の実践ですごくいいよというのを紹介

いただきました。残念ながらまだ実際には見に行けていないのですが、

これから時間をつくってしっかり他自治体、他地区の実践というのをし

っかり学んで、全てをそっくりそのまま真似するというのではなく、こ

こを使う子どもたちに合った形で進めていきたいなと。 

進めていく際には、もちろん保護者や児童・生徒、そして職員の皆様

としっかり一緒になって、もしかしたらまだ決まっていないというとこ

ろがご不安にさせてしまっているところもあるかと思うのですが、まだ

検討余地があると、まだできることはあると捉えていただいて、一緒に

考えていきたいなと思っておりますし、金曜日、ほかにも参加してくだ

さった保護者の皆様にはそういう気持ちが伝わっていればいいなと思

っています。 

本当にしっかりこれから今まで十分ではなかったコミュニケーショ

ンを図りながら進めていきたいというのが一番の思いでございます。 

以上です。 

進行役  ありがとうございます。 

 それでは、よろしいでしょうか。 

 では、次に移らせていただきます。先日、学校運営協議会から学校整

備課へ意見要望を提出いただきました。この後の改築基本方針にも関係

してまいりますので、その内容について説明いただきたいと思います。

それでは、よろしくお願いします。 

委員  ありがとうございます。 

 懇談会には天沼中学校ＣＳから出てきております。 

 お手元の一番最後に参考資料、４枚組になっておりまして、時計を少

し戻したような感じになってしまうのですけれども、我々ＣＳとして、

この改築に関してこんなふうに考えていますというアンケートを取り

まして、それをベースにまとめたものでございます。 

 実は、メビウスというのも既に第１回目のときの資料で、今日もお付

けしたらよかったのかもしれませんが、色刷りで非常によくまとまって
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おりますので、また併せてあとで読んでいただければとは思います。 

 我々は天中ＣＳですから、改築に当たって何らかの考え方、自分たち

というよりは関わっている人たちの考え方をまとめておこうと、そうい

う観点で去年の 10 月、11 月にアンケートをやったのです。これは、生

徒さん、それから、教職員、保護者、地域ということに、ウェブを使っ

てアンケートをお願いしたのです。それでまとまったというのが、この

後ろにつけたもの。 

 それから、今年の１月に三校、天小、沓掛小、そして天中と、この連

合の学校運営協議会というのがありまして、それが年１回はやるのです

が、そのときのテーマをこの天中の改築があるということに関してどう

考えるかということをグループに分かれて、これはアンケートというよ

りかは、そのときに出た意見ということになります。 

 既に今日は事務局から、これまでの意見というものが分類されており

ますので、多分にこれに乗っかっているようなもので、またかというこ

とにはなるかもしれませんが、ちらちら見ていただければと思います。 

 ２ページ目から、参考資料①というのは生徒の回答、それから②が保

護者、教員、地域関係者、それから、先ほどの三校です。 

 全体で 260 名からのアンケートに対する答えがございました。正直言

って圧倒的に生徒さんの回答が実は多いのです。ただ、まとめてみると

１枚紙くらいになってしまいまして、生徒ですから一緒に夢を語るとと

もに、今不便だということを厳しく書いてあります。ですから、新しい

ところではそこが直るでしょうというようなことです。 

 それから、夢という点では、中学生になりますと、むしろデザイン感

覚、おしゃれ感覚というのでしょうか、あるいは友達と一緒に過ごせる

ようなスペース、これは既にこの間見たところ、杉並第二小学校や松溪

中にももちろんありましたけれども、そういうものの充実。おしゃれな

デザイン、これはデザイン・雰囲気に関する希望と、こういったところ

に出ております。トイレはきれいなものにしてくださいとか、Ｗｉ－Ｆ

ｉをそろえてくださいというような、これは１つの願いですね。 

 次の２ページ目は、教職員、保護者、地域関係ですが、ここになりま

すと、保護者の目ということが入りまして、今開放ということを盛んに

言われる一方、いろいろな事件もありますし、開放と、それから閉じて

いること、セキュリティに関しては相当気をつけた建物にしてほしいと

いうのは、真ん中辺に特に書いてございます。 

 それから、一般に防災に対する配慮、これに対する設計面での対応、
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こういう辺りですね。それから、これは１つ特徴的に前回のメビウスに

も書いてあるのですが、中学校は３年間ですから、３年で終わってしま

うにしても、戻ってこられるような学校、そういうイメージ、これを具

現化するのは難しいですが、そういうスペースとか、そういう話になる

のだと思います。あと、地域の人と一緒に戻れる場所の設置。 

 それから、もう１つ非常に重要なのが、工事中の生徒さんの環境への

配慮ということです。これは今、来る前に中瀬を見てきたのですが、新

校舎の横にプレハブの校舎ができていて、もちろん今日のＳｔａｔｅ 

ｏｆ ｔｈｅ ａｒｔという感じなのだろうと思いますが、ボックスの

中に皆さん閉じ込められて今学んでいるのだなということは分かりま

した。これはもちろんやむを得ないことではあるのですが、その世代の

何年の人たちは中学校はそういうところで過ごしたという、そこら辺へ

の、みんな耐えてはくださるのでしょうけれども配慮ということになり

ますかね、それをこれからどうやっていくのかなと、これがございまし

た。 

 一番最後の三校ベースというのは、これは日頃関心のあるＣＳ委員で

あるとか、教職員が中心のワークショップですから、どんどん意見が出

まして、２ページにわたって出ておりまして、割と設計面というか、敷

地の使い方とか、校舎の在り方とか、そういう辺りの意見が多いです。

セキュリティ、防災というものは大きなテーマです。 

 それから、地域の利用というときの、具体的に何なのかという例証と

して、当然出てくるのかもしれませんが、テニスコート、図書館、それ

から温水プール。プールの話というのは、夏だけではなくて、体のため

のプール授業というのは生徒にあっても、あってほしいというような、

そういう意味で室内で温水プールが必要だというのは、前にも出ている

のですが、プールの問題は１つありそうです。それから、子ども食堂の

併設ができるようなスペースとか、カフェとか、これは生徒さんの中に

も出ていた意見なのですが、そういうことでございます。 

 少しアンケートゆえの特徴的な意見というのも出ているかと思いま

す。天中ＣＳとしては、これは会長の強い願いでもあるのですが、もち

ろんこういう懇談会の中で代表として意見をもちろん言うわけですが、

もう少し学校の町内の地域住民、保護者、ＰＴＡ、それから支援本部等々

の意見交換会をこれとは別に設けて、そういうところで肌身で感じるよ

うな、結局はこういうものにまとまった意見にはなるとは思うのです

が、もう少し生の声を聞いていただく場があったらどうかと、これを提
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言しております。そんなことが今年、連休中に、担当のＣＳの企画委員

がつくりまして、やったものでございます。 

 以上でございます。 

委員  ＣＳは割と早い段階からこういうことを常に人の声を聞いていく、み

んなの声を集めていくということを心がけて、実施してきております。 

 何よりも重要なのは子どもの命を守ることなので、もし万が一の災害

のときに子どもたちが、そして地域の方たちが助かるための一助となる

学校になってほしい。 

 それと、長いことさざんか教室がこの学校にはあるのです。ほとんど

の生徒さんは、学校に行ったときにさざんかがあるのが当たり前。ただ、

さざんかの様子というのは、我々の側と生徒もそんなに触れ合うことが

ないのですね。これからの、21 世紀の教育の中でどうなっていくか分

かりませんが、お子さんたちが学ぶ空間に足を運ぶことを怖がらない

で、慣れてきたら人と関わることを怖がらない、そういう空間になって

もらえて、すごくすぐさま仲よくはなれなくても、場の共有みたいなこ

とはあってもいいのかなと。 

 私、本当にわずかだったのですが、ここに校長でいた方が、さざんか

の責任者になったときにいらしたときに、私がコーディネーターを始め

て間もないときだったので、さざんかの子どもたちにも体験を経験させ

てあげたいと、退職後の校長からの依頼があって、料理教室をやりたい

とおっしゃってくださって、家庭科室をすぐ、あそこの扉を開けたら、

今はできるようになっているのですけれども、来られますよと言った

ら、その当時は、そこまでも来られないとおっしゃっていた。でも、子

どもの気持ちを一番大切にしてあげなければいけないねと言って、下井

草の地域区民センターに場所を借りてやったりとか。 

 あと、和田と天沼とさざんかの子と一緒に、クレイアニメーションの

講座をやったことがあるのです。それをやってすごく自信に思ったの

は、子どもたちは自分が作ったクレイ粘土のキャラクターがお互いに認

め合えていく段階で、すごく顔が上がるのです。そして、お互いにどう

動かそうかという話をし始めて、熱が入っていくときに、「何だ、この

子たちこうやってみんなと交わって何かをやることを自分がちょっと

自信を持てばこんなにできるんだ」ということを経験させていただいた

ので、私は、天中の一部としてのさざんかをすごく大切にしていきたい

し、初めての試みで小学校と中学校、それも１年生と６年生では全然違

うというのはよく分かります。ただ、さっき教育相談担当課長もおっし
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ゃっていましたが、いろいろな段階的な子どもたちの受け止めを教育委

員会の施策でしていく中で、その中でさざんかのステップアップを選ぶ

子どもたちが天沼を選んでくれたら、天沼の中でさざんかに来てよかっ

たと思ってもらえるような、そういう場づくりがこの校舎改築の中で生

まれてくればいいのではないかなと。 

 今、同じ形で建てるなんて設計事務所も考えていない。ただ、４階ま

で造れるところと３階までしか造れないところの土地の、公立の中学校

として、都会の学校なので狭いのです。設計事務所のホームページを見

せていただいたら、広いところにたくさん建てていらっしゃるので、そ

れは夢のようにいろいろなことができるのだけれども、都会の中学校の

この敷地の中で、いかに効果的に敷地を使うかというのは、これからい

ろいろ示されていく中で、いろいろな解決方法が見えていくのではない

かなと思っています。 

 今本当に何もない真っ白な白紙の中で、心配事を話すのは分かるので

すが、でもその心配事を前向きに捉えて、さざんかの子にも、天中の子

にも、子どもの成長という、そういうものに寄与してくれるような、後

押ししてくれるような校舎改築になってくれればいいなと、皆さん方の

意見を聞いていて思いました。 

委員  今言ってくださったことは、すごいいいことだなと思っていて、不登

校の子はいろいろな子がいるので、うちの子どもはフットサルとか、サ

ッカーとか、毎日やっているような元気タイプで、だけれども学校が嫌

だみたいな。学校という場所が、学校の教育方針というか、そういうの

があまり好きではないというタイプなので。だから、もし併設されたと

しても、このさざんかが楽しいというのが分かっているから、多分うち

の子は、中学校の中にあったとしてもさほど、多分別のところに建つの

が一番子どもとしては、うちの子は安心できるけれども、建ったとして

も多分そこに通えるかもしれないというのは、今、親の感覚では思って

いるのですけれども。 

 それは段階があって、いきなり学校に行けなくなる理由も、いじめと

かいろいろ様々で、学校が嫌いとか様々で、それが起きた瞬間に、親と

しては学校に行けませんとなったときに、教育センターとか、スクール

カウンセラーとかに行くのですけれども、結局解決策とかはすぐには出

てこなくて、そうすると家しかいるところがなかったりとかしたりして

いるのですね。 

 そうすると、ちょっとずつ、例えばいきなりさざんかに行きますとな
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ったときに、いきなり学校の中にあるというのは、ほかのお母さんたち

も言っていますけれども、確実に今のさざんかにいきなり行くよりは、

ハードルは絶対に上がるのですよね。 

 だから、例えば学校に行けなくなった瞬間とか間もなくて落ち込んで

いる子とか、そういう子だけが行ける別の場所があったりして、そこか

ら上がっていけると思ったら、天中に併設されているところに行くと

か、そういうやり方もあると思うのですけれども、今この段階で、最初

からここに行くとなるのはハードルが、正直、保護者たちは、「あなた

はさざんか行っているのね、私は天中だよ」という感じでなれたのが一

番すてきだと思うのです。 

委員  お母様の心配はすごくよく分かるのです。今回の会議は、校舎改築の

ための会議なのです。さざんかの子どもたちのための会議ではなくて、

先生もずっとおしゃっていますが、そこのご心配はまた別のところで、

私も痛いほど分かりますので、きちんとした形で、お母様同士で解決し

ていく問題や、それから教育委員会の指示や、様々な考えを伺っていく

中で解決していくことで、天中の改築は、天中にある施設をどう生かし

て、全ての子どもたちがよきように過ごせる校舎をいかに前向きにつく

れるかということを議論する場なのですね。 

委員  そうすると、私は場違いなのかなと思ってしまいます。 

委員  これは、天中の敷地内だけで解決しなければいけない問題なのです

か。例えば、天中の敷地内だけではなくて、例えばこの辺は、いろいろ

な施設、ウェルファームもあるし、ふらっともあるではないですか。そ

いうところも、今後きっと力を貸してくれることもあるだろうから、委

員が言ったように、まずこういうつくりをしませんかという土台があっ

てから、同じ部屋、今、視聴覚室も使っていますよね。視聴覚室や家庭

科室も使って、さざんかの子たち来ているのですよね。ちょっと見ると、

すごく楽しそうにやっているのですね。だから、そういう完全にシャッ

トアウトしてしまう機会にならないように、でも、もちろん会いたくな

いという配慮もしながらというのは、委員とか、皆さんが多分建築のと

きにいろいろな意見を出していただけると思うのです。それで補えない

ところは、きっと区のお偉い方たちがいろいろなところを貸していただ

いたりとか、協力していただいたりというサポートが入っていけるとい

うことを信じて、ちょっとだけ前向きに話を進めてみませんか。 

委員  いつもさざんかのことですごく時間を取って申し訳ないと思ってい

るのです。 
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 今おっしゃったように、さざんかどうするかと、本当に特別支援教育

等、教育委員会の基本方針の問題なので、そこはいろいろな意見を踏ま

えて考えていただくということだと思っています。 

 今ＣＳのこのアンケートを拝見して、子どもたちが言っているのはそ

うだなと思いながら拝見しましたが、本当は学校に来られない子どもが

いない学校が一番大事なのだと思うのですよね。子どもたちが不登校に

ならないで、どんな子どもたちも居場所がある学校が一番大事で、それ

は建物も教員も、全てがそれに向けてまず努力する。さざんかがあるか

らさざんかに不登校の子どもは行けばいいということではなくて、学校

という場に本当にいろいろな子どもたちがいられる、そういう学校が一

番大事なのだと私は思っています。 

 なので、今のいろいろな議論も踏まえて、どういう学校というか、校

舎というか、建物にするのかということをぜひそのことを考えながら、

設計を含めて、ぜひ先生方の意見も含めて、お考えいただきたい。 

 さざんか教室をどうするかというのは、それは独自に、また別に教室

の設計については、本当に関係者で詰めていける場を持っていただけれ

ばと思います。 

委員   さざんかにも来られない子だって、見えていない子どもがいっぱいい

るというのも知ってほしくて、さざんかに来られているというのは結構

いい状態で、外にさえ出られないとか、人に会いたくないとか、そうや

ってさざんかだって登録している人が 60 人ぐらいいても、来ている人

は大体 20 人とか。来れていないという人もいる、そういう子どもも行

ける場所と考えてほしいというのだけは伝えたいです。 

教育相談担当

課長 

 委員、ありがとうございます。 

 今、委員がおっしゃったとおり、このさざんかだけでどうこうできる

ということではないと思うのです。今おっしゃっているように、来られ

ている子はまだよくて、なかなか外に出られない子、おうちの中でも自

分の部屋からも出られない、様々な状態というのは子どもによると思い

ますので、そういった子たちにしっかりと一人一人に合った支援ができ

るようにというのは、繰り返しになりますが、教育委員会として考えて

いかなければいけないことです。それは私も強く感じていますので、今

委員にお話しいただいたように、さざんかに来る来ないだけではなく

て、そのほかに困っている子というのは、もちろん今回の改築の検討懇

談会では少し話題がずれますが、教育委員会としてはしっかりそこにつ

いても支援をしていくつもりでおりますので。 
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 またそこで気になることがあれば、改めてさざんかで集まったときの

意見交換とかで、ぜひこういうことが心配だとか、すぐに実現しなくて

もこういうのがあるといいなというお話は前向きにみんなでしていき

たいと思っておりますので、引き続きよろしくお願いします。 

進行役  ありがとうございました。 

 それでは、ＣＳからの意見要望ということについてはこれで終わりに

したいと思います。意見交換会等の要望もありますので、事務局でも開

催についてご検討いただければと思います。よろしくお願いします。 

 続いて、次第の３番に移りたいと思います。「改築基本方針（たたき

台）について」、事務局から説明をお願いします。 

教育施設計画

推進担当係長 

 事務局からご説明申し上げます。 

 資料３「改築基本方針（たたき台）」を御覧ください。 

 改築基本方針は、これを実現するための配置計画や平面計画と併せ

て、今後、天沼中学校改築基本設計のまとめというのを年度末にまとめ

ていきます。その後、来年度、庁内の意思決定を受けていく予定でござ

います。 

 この改築基本方針ですけれども、ビジョン、目標、取組の３段階でま

とめております。この構成は、これまでの学校の改築の際にまとめてき

た改築基本方針と同じような３段階のまとめになっております。 

 次にビジョンでございますけれども、縦に１、２、３と並んでおりま

す。ビジョン１が学校関係です。２番目に環境や安心といったところを

まとめております。ビジョンの３番が地域、防災と設定をしました。 

 ビジョン、目標、取組につきましては、これまでの資料、例えば学校

施設整備計画や、今日お示しした学校の意見書、あと、改築についての

意見、ＣＳから頂きました改築の意見・提案について、あとは、学校か

ら頂きました意見等々を参考にしながら、私、担当のほうで作文をした

ものでございます。 

 改築基本方針では、それぞれ大きく捉えておりまして、これまで皆様

から具体的な取組、ご意見を頂きましたけれども、そこにはあまり付言

せず、それらを包含するような表現を使っております。その点につきま

してはご理解いただければと思います。 

 それぞれの取組等について、簡単に説明させていただきます。 

 取組Ａでございますけれども、これは最も基本的な学習環境の整備と

いう視点で記載しております。 

 取組Ｂは、ＩＣＴ環境、ラーニングセンター機能についてでございま
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す。現在、生徒１人１台タブレットの時代なので、それにふさわしい機

能の充実を図りたいと考えました。 

 次に、取組Ｃは、天沼中学校は部活動が盛んであるということが、こ

の間ありましたので、そのことについて取り上げようということで記載

をしております。 

 次に、取組Ｄは「将来にわたって使い続けられる柔軟性のある学校づ

くり」という目標にぶら下がっているものでございます。 

 取組Ｄでは、教育内容は方法の進化、個別対応、学級規模の変化など、

様々な要因に対応していく必要があるということを記載しております。 

 取組Ｅは、施設の長期利用についてです。80 年を目標としておりま

すので、そのことを記載しております。 

 取組Ｇでございますけれども、学校を支えていただいているＰＴＡや

学校支援本部等の活動を支える施設についてというところを記載して

おります。 

 取組Ｆと取組Ｇについては「教職員や支援者が活動しやすい学校づく

り」という目標にぶら下がる取組になっております。 

 取組Ｈでございます。こちらはビジョンの２にぶら下がる目標Ⅳ「自

然環境に配慮し、周辺環境と調和した学校づくり」というところにぶら

下がるものでございます。 

 取組Ｈは、自然環境に関連した内容を入れたいと考えました。 

 そして、取組 I ですけれども、天沼中学校は住宅に囲まれた環境であ

ることから、それらとの調和ということを取り入れて、そのことを記載

しようと思っております。 

 取組Ｊでございます。こちらは、目標Ⅴにぶら下がるものです。「安

全・安心で居心地の良い生活環境としての学校づくり」というところに

ぶら下げております。 

 取組Ｊは「生徒が安心して友人や教員等と集い過ごせるスペースの配

置」。こちらについては、生徒同士や生徒と教員というのが活発に情報

交換をしてできる空間、今の校舎では昇降口の椅子や廊下のベンチのよ

うなもの、そういったものが新校舎でもできるといいなという思いで記

載してございます。 

 取組Ｋです。こちらはさざんかステップアップ教室のことを記載させ

ていただきました。「利用者が心理的に安心できる『さざんかステップ

アップ教室』の整備」と記載させていただきました。 

 取組Ｌでございます。こちらにつきましては、生徒や地域の方々など、
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施設利用者が安全・安心に過ごせるような配置計画についてということ

で記載してございます。 

 次に、ビジョンの３にぶら下がる目標Ⅵ「学校の伝統と特色を生かし、

地域に支えられ、地域の活動を支援する学校づくり」という目標です。 

 取組Ｍは、天沼中学校の伝統と歴史を後輩や地域に継承していくよう

な取組というのを入れられたらと思いました。 

 取組Ｎでございますけれども、こちらは天沼中学校が地域の核となる

ような施設というのを目指すというところを表現したいなと思って入

れております。 

 取組Ｏでございますけれども、地域開放のことを入れたいと思い、記

載しております。ただ、ユニバーサルデザインやセキュリティというと

ころは目標Ⅴのほうがよかったかもしれないなと思いました。 

 最後、目標Ⅶ「地域の防災拠点としての十分な機能を備えた施設」と

いうことで、取組ＰとＱは防災に関しての記載でございます。取組Ｐに

ついては震災救援所のこと、取組Ｑは災害に強い建物、設備のことを整

理したいと思ったのですけれども、若干記載内容が重なっているような

印象もあります。 

 以上、まだまだ粗い部分がありますけれども、委員の皆様のご意見を

頂きながら、よりよい改築基本方針に修正していけたらいいなと思って

おります。 

 私からは以上でございます。 

進行役  ありがとうございます。 

 ただいま事務局から改築基本方針の説明がございました。第１回の懇

談会での意見やアンケートなどを踏まえてたたき台を作成したという

ことですが、ここから委員の皆様の意見でさらにブラッシュアップして

いきたいと思います。何かご意見などがある方は挙手をお願いいたしま

す。 

 まずはちょっと見ていただいて、何かあればお願いします。 

 では、委員、お願いします。 

委員  １つだけ、このたたき台の中で考慮していただきたいことがありまし

て、それは防災上の安全ということなのですが、最近ということはない

のですが、Ｊアラートの試験放送というのが年に４回、国としても推奨

というか、しているわけですけれども、これはＪアラートですよという

のは一生懸命宣伝はしているのですけれども、Ｊアラートが鳴ったとき

にどうするのかというと、頑丈な建物の中に避難をしてくださいという
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考えなのです。 

 生徒を守るという観点からしたら、今後、地震の確率よりも、Ｊアラ

ートが本当に鳴る確率のほうが私は高いと思うのです、今の社会情勢、

世界情勢から言うと。そのときに、生徒はどこに避難するのか。具体的

には多分ないと思うのです。 

 別にシェルターを造ってくれということではないのですけれども、せ

っかく新しい建物を造るわけですから、そういうスペースの、ここだっ

たらそこに使えますよというような設計上の考慮が必要だろうと思う

のです。これが入っていないのですよね。これは入れるべきだろうと私

は思うのです。 

 それともう１つ、この進め方なのですが、一般的な個人で住宅を建て

るときには、設計士さんにいろいろと、こういうものが欲しいとか、あ

あいう施設が欲しいと言うわけですね。それに基づいてたたき台という

か、設計図を作ってくださるのですけれども、そういう形は必要だろう

と思うのです。今、この段階で、今日設計の方がいらしていますけれど

も、多分図面は書けないと思うのです。 

ですから、もう少し具体的に、例えば、杉二小と松溪中学校を見に行

きました。そういったところで参考にしたいなという施設はあったわけ

ですよね。そういう意見というのをあれすると、設計する方たちにはイ

メージが湧いてくるのではないかと思うのです。ですから、そういう議

論というのも必要だと思うのです。 

例えば、具体的に言うと、杉二小に行ったときに、入り口のところ、

階段になっていましたよね。ピロティといいますか、吹き抜けになって

いました。あれは残念だなと思ったのが、あれは必要なのです、昇降口

のところに。ところが、昇降口のところがピロティになっていない。雨

が降ったり何かあったときに、傘を差したまま雨の当たらないところに

入れるのはいいのですけれども、肝心な昇降口に入るときにまた濡れて

しまいそうなので、ですから、そういう濡れずに昇降口に入れるような

ピロティを造ってくださいとか、そういう具体的なことを少しあれして

いくのも１つではないかなと思うのですが。 

以上です。 

進行役  事務局からいかがでしょうか。 

教育施設計画

推進担当係長 

 ありがとうございます。委員のご指摘の部分、確かにおっしゃるとお

りだと思います。 

 取組の具体的なことになると思うのですけれども、その具体的な部分
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というのをこの後の配置計画、基本設計、実施設計の中で取り込んでい

ける内容かと思います。その部分の議論というのも必要ではないかとい

うご要望かと思います。その辺の意見につきましては、これまでいろい

ろ意見を頂いたところですので、まずそこが包含できるような表現をこ

の改築基本方針に掲載をしていきたいと思っております。 

 具体的な取組については、基本設計、実施設計の中で反映していくと

ころでございますけれども、建物の基本的な諸元というのでしょうか、

こういう部屋が必要だというところにつきましては、既に設計事務所と

も情報共有しておるところで、この後、建物の標準建物面積等について

簡単にお話ししますけれども、そこを基にしながら、ベースはつくって

いきます。その中で、次の段階として、今、委員ほか、皆様からもらっ

た意見の中のご要望というのを可能な限り実現していくというスタン

スで考えております。 

進行役  よろしいでしょうか。 

 今懇談会の開催予定を見てみましたが、８月、９月、11 月のところで

配置案についてお話が出るという計画になっております。本日、この基

本方針の中では、先ほどのＪアラートのようにここの中に取りこぼしの

ようなものがあるかどうかというところについて確認していただいて、

後々配置案に意見を反映させていただければと思います。 

 ほかに、今回の基本方針について、何かご意見ある方。 

委員  ありがとうございます。欠席で大変失礼いたしました。 

 前のご意見と少し関連するのですけれども、そういう取りこぼしの可

能性のある意見を探すというアプローチも１つの手法かなという点で

は賛同いたします。 

 もう１つ、こういうアプローチもあるかなと思ったことがあります。

今日この基本方針のたたき台が示されて、ビジョンと目標と取組という

ものが、この表に表されていました。ただ、私には、どの取組ないしど

の目標もフラットに考えられているとしか受け取れないのです。これら

に書かれていることというのは、すべからくどの学校にも、あるいはど

の教育施設にも必要なことなのではとも想像します。そうしたときに、

「天中はこの後どういう特色を持つ学校になるのか」とか、あるいは、

「地域の特徴をどうフィードバックするか」という議論も当然起こり得

ると思うのです。 

 少なくとも今示されているこの資料３の中で、例えば天沼の地域につ

いてどう読み解いてどういう学校を組み立てたらいいだろうというこ
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とは、今は記載がないわけですし、建物的に例えばこういう取組をした

いからこういう特色を持ってほしいという意思も、今のところあまり感

じられません。 

 行政としてどういうところに重点を置きたいのかということを、例え

ば教育の基本計画とか基本方針みたいなものと絡めてどうなのかとか、

天沼の地域を読み解くとどうなのかということの意思を持たなければ

いけないと思うのです。それが、７月、８月、11 月にかかってくる話題

になるかとは思います。 

 ですから、今日の段階で、ないし、次回、次々回以降でいいのかもし

れませんが、この基本方針の優先順位や、どこに強い意志を持つのかと

いうことは、皆さんからご意見いただけるといいのかなと思いました。

その辺り、今の時点で杉並区としては何かありますでしょうか。 

進行役  事務局からいかがでしょうか。 

 司会から失礼します。先ほどのＣＳからのアンケート結果というとこ

ろが、まずそこについて考えていただきたい部分ではあるので、今おっ

しゃっていただいたように、今後のところで出てくるものかなと思いな

がら私も聞いていた部分もあったのですけれども、すみません、話をさ

えぎってしまって、よろしくお願いいたします。 

教育施設計画

推進担当係長 

 事務局でございます。 

 教育委員会といたしましては、ベースとなるのは、杉並区立学校施設

整備計画が基本になると考えております。必ず整備しなければいけない

部屋というのを決めておりますので、そこは必ず整備をしていきます。 

 ここに天沼中学校の独自性をプラスするとすればどういったところ

かというところを今後、基本設計等で反映をしていくというところでご

ざいますが、基本は必ずつくらなければいけないところをつくると、そ

こと、いろいろとご要望を頂いておりますけれども、今後、杉並区は学

校の改築を多く行う必要がありますので、財政的な部分でコストを抑え

なければいけないというところも事情としてはありますので、どこまで

基本のところにプラスしてご要望を盛り込んでいけるのかというとこ

ろの調整になるのかなと思います。 

進行役  よろしいでしょうか。 

委員  回答は理解しました。 

 例えば、取組のＫとかＬとか、前半で議論があった、さざんかステッ

プアップ教室というものが、一緒に考えるということ自体は特色だと思

いますけれども、それに対して例えば地域にどう開いていくかとか、そ
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ういったことをこれから議論していくと理解すればいいわけですね。 

教育施設計画

推進担当係長 

 ハードの面で配慮すべき事項と運用でカバーすべき事項というのが、

また考えられるかなと思います。 

委員  分かりました。 

進行役  では、委員、お願いします。 

委員  ちょうど天中のＣＳでは、夏休みに教職員と保護者の方と、それから、

地域学校支援本部と、それから我々ＣＳが、４者で研修会を行うのです。

そのときに、実は、学校支援課長と、それから、教育長をお招きして、

未来の教育ということについてみんなでディスカッションをしてみよ

うと思っているのです。今まさしくと思ったのは、天中らしさとか、天

中が今後何を大切にして 21 世紀の教育を実施していくのかみたいなこ

と、あと部活の問題も、単にかつての 20 世紀のように熱心であるとい

うことのひとくくりではなく、杉並が目指すこれからの子どもたちの運

動の在り方みたいなことも話し合いたいのです。 

 部活に捉われることなく、子どもたち自体が広く、さっきさざんかの

お母様がすごくいいことを言っていたのは、どんな立場の子でもいろい

ろな機会があって、サッカーが強い子しかサッカーができないとかでは

なく、いろいろな機会があったらいいねというのがこれからの杉並が与

えてくれるベースの部分で打ち出されてきている部分だと思うので、そ

ういう、それは私の考えですから、皆様方はどう思い、これからの天中

は子どもたちの体力づくりとか、学びとか、いろいろな意味においてど

うしていくのかということを７月 24 日の４者研修で、天沼らしさを追

求したワークショップができればなと思っております。 

 次のときに、ここにもご報告できたらいいかなと思っております。 

 以上です。 

進行役  委員、お願いします。 

委員  委員から本当にすばらしい意見が出ました。我々ＣＳがやろうとして

いる取り組みをおっしゃっていただきました。ここでの私からの発言と

しては、事務局のたたき台を拝見しましたら、どこかで見たことがある

なと思いまして、勉強不足だったので資料を持ってこなかったのですけ

れども、神明のときも同じようなものをつくられているわけですね。だ

から、中瀬も多分あるのだと思うのです。 

 この際、こういうのを並べてみて、どうしても譲れないところという

か、公立の学校ですから、必ずスタンダードを設けなければいけないこ

とも事実です。一方、どれだけ特色というのでしょうか、今度は教育長
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までいらっしゃるわけですから、なかなか面白いプロセスにはなるので

すが、スタンダードと天中タイプというものと比較して、こういうとこ

ろを盛り込んだというのを少しあらわにしてしまったほうがいいので

はないかなという気がするのですね。 

 これは大体言葉がちょっと違うだけで、神明も同じなのですよね。あ

そこは隣に神社がありますし、そういうものを環境と結びつけているよ

うにも思いますし、それから、ビジョン１のところは教育の本丸ですか

ら、この部分は基本的にあるのだと思うのです。一番下のなかなか悩ま

しいのが地域との関係というところ、何度も言っていて、自分でも非常

に難しい問題だなと思って考えているところなのですが、いつもこの地

域のコミュニティの核となるということを書かれるのですが、内実をど

うしたらいいのかなというのを思いました。 

ただ、後のほうは私の意見なのですが、プロセスとして、たたき台の

こういう基本方針をつくるのはいいことだと思うのです。それと、それ

ぞれの学校との対比というのでしょうか、言葉で入れましたというより

かは、一方に天中というものはこう考えているのだというものが出てく

れば、それが対比してきちんとここに盛り込みましたというのがあった

ほうがいいのかなと、これは全くの感想なのですが、そう思いました。

よろしくお願いします。 

進行役  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 では、委員、お願いします。 

委員  いろいろな思いがこの意見のところにまとまっていて、どんな学校に

なるのだろうとすごく楽しみにしているのですけれども、今さらになっ

てすごく不安になった点がありまして、杉並区の方にお聞きしたいとい

うよりかは、いろいろな要望、アンケートもそうなのですけれども、今

もそれを出すだけ出したという状態で、それが同じような項目の中で方

向がずれていったりとか。 

 例えば、地域ということが先ほどから出ているのですけれども、どこ

まで地域の核となるという意味を示しているのかということです。プー

ルの開放が例えば夜の時間帯全部とか、そんなふうであればきっと設計

の方は出入り口をいろいろ工夫されるでしょうし、ただ、まだ私の、地

域ではなくて保護者の目線からすると、今度天沼中学校の生徒ファース

トと考えてほしいから、そこまで開放されては困る。夏休みの１週間ぐ

らい開放がいいのだけれどもなと思ったりなど、杉並区というよりか
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は、地域の保護者、ＰＴＡ、あと、学校の考えなどの、その地域の核と

言っているそこの部分の目線合わせをしないと、設計される方はどうや

って設計するのだろうなと、私は不安になったのですけれども。 

 そこのところが、これは杉並区の方への質問というよりかは、目線が

どういったところで合っているのか、それともこれは今後のお話になる

のか、お願いいたします。 

進行役  ありがとうございます。 

 今おっしゃったような部分というのは、もうおっしゃるとおり、ある

程度今後の話なのかなと思っています。今までのところで様々なご意見

を出していただいて、様々な場所を見てというところで、それらを矛盾

させない形で包括的に出しているのがこのたたき台であって、そこの中

で学校としては、先ほども出てきたようにここだけは必ずつくらなけれ

ばいけないという部分があると思います。それを設計した上でどういう

活用ができるのかと考えていくのか。それとも活用ありきで設計を考え

ていくのか、ここの部分については恐らく平面図、９月ぐらいのところ

から本格的に反映されていくのかなと、私は思っているのですけれど

も、事務局からはいかがでしょうか。 

教育施設計画

推進担当係長 

 副校長先生のご認識と事務局も同じでございます。今後、標準建物面

積に照らして建物を設計していくわけですけれども、その中で配置等を

考えたり、あと、部屋数、部屋の用途を考えていく中で、具体的にどう

運用していくのかというところを想像しながら配置を変えていったり

しますので、その時点で具体的な取組というのがまた議論されてくるも

のと思います。 

進行役  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 委員、お願いします。 

委員  たびたび失礼します。 

 このたたき台の資料に関して、先ほど委員からのお話と重なるところ

もあるのですけれども、ビジョン、目標、取組とあるのですが、ビジョ

ンと目標は納得するところです。しかし、これらの取組の 17 項目が並

列になり過ぎていて、結局どれを大事にするかが、ここからだと読み取

りにくいと思います。それが委員の皆様の不安だったり、疑問だったり、

提案だったり、いろいろなことにつながってくるのかなと思います。 

 これはすごく難しいかもしれないのですけれども、この 17 の取組す

べてが独立しているわけではないのですね。きっと重なるところもあっ
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たり、どれかがベースにありその上に成り立つものがあったり、もしく

は何かと何かが関係していたりすることもあると想像いたします。そう

すると、これらを構造化できるのかどうかももちろん検討次第なのです

が、並列で並べるよりも、まずここの部分は第一優先で考えていますと

明確にしたり、その次の優先順位を決めていかないと、今後建物の設計

をする際にも、何を優先するのかというところで、また一から今のよう

な議論が出てくるのかなと思います。 

 この取組の中に、たたき台とは言いつつも加えられていない情報があ

りまして、例えば予算とか日程、土地など、制限があるものが確実にあ

ります。まずそこを踏まえた上での、それをもっとよりよくするために

はどうするのかという議論が必要なのかなとも思っていました。 

 以上でございます。 

進行役  ありがとうございます。 

 では、委員、お願いします。 

委員  ビジョン、目標、取組と見たときに、どれもこれも本当に大事なもの

だなと思たことは確かなのですけれども、ちょっと脱線するかもしれな

いのですけれども、根本的にあるのが、今、委員がおっしゃったみたい

に敷地のことなのですね。この住宅街の中で、道が狭い。その中に建っ

ている学校で、Ｊアラートはミサイルが飛んだと発表されたらもうそれ

で終わりぐらいだろうと思うのですけれども、とにかく人的災害による

とか、天災だとか、それから、都心で起こる火災旋風が来たらどうする

かということを考えたときに、命というものが一番大事かなと。 

 様々な、私もこの項目は大事だと思うのですけれども、予算はきつい

のは分かっているのですけれども、この限られた条件の中で、杉二とは

全然違う、どこにも逃げ場がないというところにどういう学校をつくる

のか。 

 例えば、逃げ場がないのだったら、それこそシェルターを考えてもい

いくらいのものが必要ではないかなと。一番ボトムラインをどこに置く

かというところが、これも気になる、あれも気になると考えていたのだ

けれども、この今の現状、それから、これからどんどんいろいろなこと

が起こってくるという予想されるような状況において、そこのところが

私はすごく気になるのです。 

 おとぎ話みたいな設計ではなくて、子どもたちを怖がらせてはいけな

いのだけれども、命を守るため。逃げ込んでしまったら、ハグカードを

作ったときに、中学校の子どもたちの結論が「ここは逃げては駄目なと
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ころだね」という、それが「いいえ、こんな場所だけれども、だからゆ

えに区はものすごいお金をかけて、絶対何かあったときに、ここに逃げ

込んだら家族が全部助かるよ」というものを造ったというくらいのもの

が欲しいなと思いました。 

進行役  ありがとうございます。 

 ほか、たたき台に盛り込みたい内容等についていかがでしょうか。よ

ろしいですか。 

 では、次回の懇談会で基本方針については修正案を確認したいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次の議事に移ります。次第の４番「改築規模及び諸元につ

いて」、事務局から説明をお願いします。 

教育施設計画

推進担当係長 

 それでは、資料４を御覧ください。「天沼中学校の生徒数・学級数の

推移について」という、Ａ４の横長の資料でございます。 

 こちらは令和 16 年度までの推計値を表示しております。令和７年度

につきましては、実数の数値を掲載しております。令和８年度以降が推

計数値となっております。 

 こちら御覧いただきますと、令和 16 年度、生徒数が 296 名となって

おります。クラス数なのですが、１学級 35 人で計算をしております。

こちらなのですけれども、先日東京都から通知がありまして、令和８年

度の中学１年生から 35 人学級を導入する旨の通知がありました。そこ

をベースにして、１クラス 35 人ということで計算しております。 

 令和 16 年度は 10 学級となっておりますけれども、３年生が 104 名

ということで、２名増えると４学級になります。４学級になると、合計

11 学級ということで、11 学級になる可能性があると考えました。 

 なので、新校舎の効果や私立への進学率など、上振れ要素も考えまし

て、１学年４学級分の普通教室、12 学級を整備するという考えでいき

たいと考えております。 

 なお、12 学級を超える場合でも、普通学級と同様のしつらえを事前

にしました転用可能な教室、例えば英語教室等を３教室整備する考えで

おります。 

 次に、資料５を御覧ください。「中学校の標準建物面積」ですけれど

も、中学校で 12 学級の場合には 7,500 平米という建物になります。用

途区分につきましては表のとおりでございます。 

 詳細につきましては、「杉並区立学校施設整備計画」という冊子があ

るのですけれども、そちらの 19 ページに記載してございます。 
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 改築に当たりましては、標準建物面積一覧にある諸室を基本とします

が、この表で漏れてしまっている部屋とか、その他事情で必要な部屋と

いうのは、7,500 平米の中で調整していくことになります。 

 そういった工夫については、校舎の配置や平面計画等、そういった時

点で検討をしていきます。 

 あと、プールにつきましては、現在屋外プールを想定して、この表は

作成をしております。屋外プールになった場合には、床面積が算入しな

いことになっております。 

 簡単でございますが、以上でございます。 

進行役  ありがとうございます。 

 ただいまの説明に、意見や質問のある方は挙手をお願いいたします。 

 では、委員、お願いします。 

委員  １つ、プールは屋外を想定しているのですよね。屋外プールは、今後

必要ですか。というのは、今水道代も高くなっていますよね。この暑さ

というか、要するに費用対効果から考えると、ものすごいお荷物になっ

てくるのではないかなと思うのです。これがもしなければ、学校の運営

もかなり楽に、楽というとおかしいですけれども、建設コストだとか考

えると。 

 話はあれですけれども、今日テレビを見ていたら、小学校の生徒で泳

げない子どもたちが増えているというようなことが出てくるのです。で

は、中学校というのは、プールは何を目標というか、何だろうなと思う

のです。泳げるようになるのだったら、小学校だけでいいわけですよね。

泳ぎ記録を伸ばすのだったら、中学かなと思いますけれども、そういう

ことから言うと考える余地が。 

 特にこれから、中学校へ、というのは、今は学区になっていますけれ

ども、それでもこれからの時代というのは学校を選ぶ時代になる。選ば

れるというか。そのときに、意外とプールがないから行きたいというお

子さんが意外といるのです。私立だとそうなのですよね。 

 だから、必ずしもプールが必要なのかどうかというのは、これは私の

個人的な意見ですからあれですけれども、検討してみるあれはあるので

はないかなと思いまして、いろいろ申し上げて申し訳ありません。 

 以上です。 

進行役 ありがとうございます。 

ほか、ご意見いかがでしょうか。 

では、委員、お願いします。 
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委員  この中で、給食設備についてお伺いします。 

 松溪中だったか、見学に行ったときに、我々が会議した後、あれは何

というか、カフェというのか、ビュッフェというのか、社食というのか、

あの給食形式は杉並区でどのくらい実施されているかというのをまず

知りたいのと、この施設の基本計画、改築計画の中には、校舎のうちの

特別支援室というのは管理諸室に入るのか、分からないことがあって。 

 私は、実は、たたき台、さっきの基本方針の中のビジョン２の目標Ⅴ

の中の取組でいくとＪ「生徒が安心して友人や教職員と集い過ごせるス

ペース」という意思になるのかなと。 

 私の経験では、昼を食べるときにみんなとわいわいやるのが常だった

のだけれども、その中に先生の負担がどうなるのか知りませんが、先生

も入って、担任の先生だけではなくて、いろいろな先生と話せる機会が

あったらなと。松溪中の効果を聞いてみたいぐらいなのですが。ああい

のを設計するのには、この基本方針にどう関係するのか。 

 また、杉並区内でああいうのを実施しているのは何校ぐらいあるの

か、教えていただければありがたいです。よろしくお願いします。 

 どなたか、適切な方、知っている方、おられましたら。 

教育施設計画

推進担当係長 

 杉並区内の学校でランチルームを設けている学校は、松溪中学校、井

草中学校の２校が現在あって、あと、現在建築中の富士見丘中学校、こ

の３校にランチルームがあります。 

委員  評判は聞いていますか。つくった後。 

教育施設計画

推進担当係長 

 松溪中学校は、副校長先生からお聞きしたところによりますと、生徒

は給食のために移動するのが面倒くさいと言っている子もいるそうで

す。というのは聞いたことがあります。 

 ただ、私たち当時設計したときには、委員おっしゃるとおり、生徒同

士、あるいは先輩、後輩が給食を食べながら情報交換ができたり、縦の

関係がそこで育まれるという効果も期待していたところです。ただ、そ

こはあまり効果というのは確かめられていないというのは、実感として

はあります。 

委員  この杉並区の計画の中には、基本的にはその考えは入っていないです

よね。 

教育施設計画

推進担当係長 

 ランチルームは、現在整備する考えはなくなってしまいました。 

委員  なくなってしまいました。中止する方向ということ？  

教育施設計画  ランチルームは整備せず、給食は各部屋で食べるという方針に変更し
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推進担当係長 ております。 

委員  そうなのですか。では、今みんなで話し合うのに、その可能性はゼロ

と思っていいですか。 

教育施設計画

推進担当係長 

 あとは運用で、どこかで一堂に会してどこかで食べるかということは

考えられますが、部屋としてランチ専用のスペースというのは想定はし

ていないです。 

委員  想定はしていないのは分かるのだけれども、それを想定を超えて、設

計することは可能かどうかという質問です。 

教育施設計画

推進担当係長 

 可能か不可能かでいえば、可能性はありますが。 

委員  分かりました。ありがとうございます。 

学校整備課長  資料５に 7,500 平米とございますが、先ほど他の委員からも予算とい

うお話がありましたけれども、金額はインフレなどでいろいろ変わりま

すので予算を決めるという形ではなくて、面積にある程度の基準を決め

て、その中でしっかりやっていこうと取り組んでいます。 

 学校の改築というのが、天中だけではなくて最近は本当に目白押し

で、年２校ぐらいずつのペースで建て替えをしていかなければいけない

時代になっていて、非常に難しい状況があります。施設の規模というの

をどう抑えるかと、私も先週議会でしたけれども、その点非常に厳しく

言われておりまして。 

 ランチルームというのは、専用で造るという考え方ではなくて、富士

見丘中もそうなのですけれども、２教室分ぐらいの多目的室をランチル

ームとしても使うというような運用の考え方として、その中でやってい

くという考え方ですので、資料５にあるのとは別にランチルームを新た

に造るということは、なかなか今の時代難しいだろうと考えています。 

委員  承知しました。ありがとうございます。 

進行役  ありがとうございました。 

 ほか、ご意見いかがでしょうか。 

 では、委員、お願いします。 

委員  単純な質問なのですけれども、プールを屋内に、地下に例えば造った

場合、そこから来る湿度の管理とか、それからプールをオープンにして

しまった場合、それこそ天中ファーストだといいのですけれども、あま

りにも大きくしてしまった場合、水質管理とか、普通屋外のプールだっ

たら全部先生がチェックしたりと、相当負担ですよね。それを屋内にし

てしまって、かつある程度オープンにした場合、その辺はどうなるか。
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湿度の問題と、先生方の負担というのはどんどん減らしていかなければ

いけないと思うので、そこはどうなのかなと気になりました。天小の湿

度があまりにひどいので。 

委員  阿佐中は、屋上に室内でプールありますよね。 

学校整備課長  阿佐中は屋上に、屋根をつけて、高円寺学園もそうなのですけれども、

温水ではなくて、日光が入りますので、屋根をつけると保温性も増すの

で、６月から 10 月ぐらいまで長く使えるという形ですけれども、屋内

の温水プールだと、杉十小です。 

 やりようはもちろんありますが、屋内温水プールですと年間使えます

ので、当然地域の方にも開放すると、運営事業者の方にも常時いてもら

ってという形になりますが、これはなかなか整備や運営のコストが屋外

の普通のプールよりも 20 倍くらいかかるというところも、建設費、運

営費も含めて考えますと、なかなか天中で屋内温水プールというのは考

えづらいかなと。 

 先ほど委員からもありましたが、中学校においても、今、学習指導要

領上、少なくとも中学１、２年生については水泳の実技授業は必修とい

う形で、３年生についてもプールがあれば区内でも必ずやっているとい

う状況を踏まえて、天中だけなくていいのかということにはなりますの

で、そう考えると屋外のプールというのは、今の段階では必要なのかな

とは、我々としては思っています。 

進行役  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。よろしいですか。 

 では、予定した議事は以上になります。すみません。司会の不手際で

遅くなってしまいました。事務局から連絡事項についてお願いいたしま

す。 

教育施設計画

推進担当係長 

事務連絡です。 

１点目は、本日の会議録でございます。約１か月後を目途に、皆様に

議事録の案をお送りいたしますので、ご確認をお願いいたします。修正

があればご連絡いただきたいと思います。 

 ２点目でございます。「ご感想シート」についてでございます。感想

のほか、本日十分に発言できなかった部分など、ご記入いただければ幸

いでございます。記載が終わった用紙につきましては、お帰りの際に出

口で職員にお渡しくださいますようお願いいたします。後日提出される

場合には返信用封筒をお渡ししますので、職員にお声がけください。 

 ３番目です。本日は、この後、さざんかステップアップ教室の見学を
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予定しております。お時間のある方はぜひご参加ください。 

 最後に次回以降の日程をお知らせいたします。 

次回、第４回でございますけれども、７月 31 日木曜日の午前 10 時か

ら正午を予定しております。会場は本日と同じ視聴覚室でございます。 

第５回でございますけれども、９月２日火曜日、午後２時から午後４

時まで。会場は同じく視聴覚室でございます。 

現在確定している日程は以上でございます。第６回以降、決まりまし

たら、改めてお知らせをいたします。 

あと、第４回、第５回につきましては、後日、正式な開催通知をお送

りいたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局からは以上でございます。 

進行役  ありがとうございます。 

 それでは、最後に学校整備・支援担当部長よりご挨拶をお願いいたし

ます。 

学校整備・支援

担当部長 

長時間にわたりどうもありがとうございました。 

本日議論いただいて、いろいろご意見を頂きました。そちらの意見は

きちんとこちらのほうで取りまとめて、整理をして、今後の改築基本方

針に反映させていきたいと思います。 

ただ、今、議論の中でもありましたけれども、皆さんのご意向を全部

酌み取るということはなかなか厳しいというのがございます。それは財

政的な事情だとか、この老朽化した校舎を改築するのは、すごく校舎を

建てた時期が集中しているということで、今、本当にラッシュではない

ですけれども、年何校かという形で改築しなければならないという事情

があります。 

そうした中でも、基本方針、今日たたきを出させていただきましたけ

れども、その中にいかに、議論にもありました天中らしさというのです

かね、特色、それから生徒を中心に教育の、学校はそういった場ですか

ら、そういったところを中心に据えた方針をまとめていく必要があるの

かなと思っています。 

その中に、どれだけそういう内容を盛り込めて、諸室の配置について

も、なかなか数を増やしていくということは、先ほど申し上げたような

難しい中では、同じ教室を造るにしても、どういう形にすればその方針

に合った機能を満たせるのかということを議論する場がまさにこの改

築懇談会の場であるのかなと思っておりますので、非常にいろいろ制約

を与えて申し訳ないかもしれませんけれども、皆さんの意見を頂きなが
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ら、工夫を重ねていって、改築の方針をまとめて、今後の改築に結びつ

けていければと思っておりますので、ぜひご協力をこれからもよろしく

お願いしたいと思います。本日はどうもありがとうございました。 

進行役  ありがとうございました。 

 それでは、これをもちまして、第３回天沼中学校校舎改築検討懇談会

を閉会いたします。ありがとうございました。 

 


